中世ヨーロッパの伝説 : (4)(完)タンホイザー/ローエングリーン by 高木 昌史
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
説
―
―
（
４
）（
完
）
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
／
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
―
―高
木
昌
史
序
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヴ
ァ
グ
ナ
ー
の
歌
劇
で
も
有
名
な
中
世
の
歌
人
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
と
白
鳥
の
騎
士
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
、
本
稿
は
以
上
二
題
を
取
り
上
げ
る
。
今
回
は
グ
リ
ム
兄
弟B
rüder
G
rim
m
編
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』D
eutsche
Sagen
（
以
下
Ｄ
Ｓ
と
も
略
記
）
を
中
心
に
論
を
進
め
る
が
、
右
の
二
つ
の
伝
説
に
関
し
て
は
特
に
、
十
字
軍
、
ロ
ー
マ
教
皇
、
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
山
、
ア
ー
サ
ー
王
、
聖
杯
、
フ
ラ
ン
ク
族
等
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
を
彩
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
注
目
さ
れ
る
。
第
一
章
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
Tannhäuser
グ
リ
ム
兄
弟
編
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
Ｄ
Ｓ
第
一
巻
（
一
八
一
六
年
刊
）
一
七
一
番
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」（D
er
Tannhäuser
）
に
は
、
中
世
の
伝
説
的
歌
人
の
物
語
が
散
文
で
収
録
さ
れ
て
い
る
（
１
）。
出
典
は
一
七
世
紀
ド
イ
ツ
の
作
家
プ
レ
ト
ー
リ
ウ
スPrätorius
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ベ
ル
ク
」B
locksberg
（
一
六
六
八
年
）
所
収
の
古
い
民
謡
で
あ
る
。
一
方
、
Ｄ
Ｓ
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
Ａ
・
ｖ
・
ア
ル
ニ
ム
／
Ｃ
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
編
『
少
年
の
魔
法
の
角
笛
』A
.v.A
rnim
/C
.
B
rentano
:
D
es
K
naben
W
underhorn
（
一
八
〇
六
―
〇
八
年
）
第
一
巻
（
一
八
〇
六
年
刊
）
に
は
、
同
じ
プ
レ
ト
ー
リ
ウ
ス
作
「
ブ
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ロ
ッ
ク
ス
ベ
ル
ク
」
の
古
い
民
謡
が
詩
の
形
式
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
２
）。
本
稿
で
は
、
こ
の
民
謡
の
テ
ク
ス
ト
を
翻
訳
・
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。（
ダ
ッ
シ
ュ
﹇
／
﹈
は
行
変
え
を
示
す
。）
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
コ
ル
ン
マ
ン
「
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
―
ベ
ル
ク
」、
の
ち
、
プ
レ
ト
ー
リ
ウ
ス
「
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ベ
ル
ク
」（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
一
六
六
八
年
）
一
九
―
二
五
頁
さ
あ
、
始
め
よ
う
、
／
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
我
ら
は
歌
お
う
、
／
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
山
の
女
た
ち
と
行
っ
た
／
彼
の
奇
跡
の
数
々
を
。
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
立
派
な
騎
士
だ
っ
た
、
／
彼
は
偉
大
な
る
奇
跡
を
見
よ
う
と
、
／
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
山
に
入
っ
た
／
美
し
い
女
た
ち
の
許
へ
と
。
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
様
、
愛
お
し
い
お
方
、
／
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
、
／
あ
な
た
が
私
に
誓
っ
た
こ
と
を
、
／
私
へ
の
愛
は
揺
る
ぎ
な
い
と
。」
「
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
よ
、
い
や
違
う
、
／
私
は
反
対
す
る
、
／
そ
な
た
以
外
そ
の
よ
う
な
事
を
言
う
人
は
い
な
い
、
／
神
よ
、
私
を
正
し
い
人
々
の
許
へ
行
か
せ
給
え
。」
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
様
、
何
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
る
の
で
す
！
／
私
た
ち
の
許
に
留
ま
り
下
さ
い
、
／
あ
な
た
に
仲
間
の
一
人
を
差
し
上
げ
ま
し
ょ
う
／
あ
な
た
の
妻
と
し
て
。」
「
私
が
思
っ
て
い
る
の
と
は
違
う
／
女
を
受
け
入
れ
る
と
し
た
ら
、
／
私
は
地
獄
の
炎
の
中
で
／
永
遠
に
燃
え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。」
「
あ
な
た
は
地
獄
の
炎
の
こ
と
を
よ
く
口
に
さ
れ
ま
す
が
、
／
そ
れ
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
／
私
の
紅
い
唇
を
思
い
出
し
て
下
さ
い
、
／
い
つ
も
微
笑
ん
で
い
る
唇
の
こ
と
を
。」
「
そ
な
た
の
紅
い
唇
が
私
に
何
の
役
に
立
つ
の
か
、
／
私
に
と
っ
て
そ
れ
は
何
も
の
で
も
な
い
、
／
さ
あ
、
私
に
暇
を
下
さ
い
、
優
し
い
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
よ
、
／
す
べ
て
の
女
性
の
名
誉
に
か
け
て
。」
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「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
様
、
暇
が
欲
し
く
て
も
、
／
私
は
あ
な
た
に
そ
れ
を
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
、
／
さ
あ
、
留
ま
っ
て
下
さ
い
、
気
高
く
優
し
い
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
、
／
あ
な
た
の
人
生
に
息
吹
を
与
え
な
さ
い
。」
「
私
の
人
生
は
す
で
に
病
ん
で
い
る
、
／
こ
れ
以
上
留
ま
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
／
私
に
暇
を
下
さ
い
、
優
し
い
方
よ
、
／
そ
な
た
の
誇
り
高
い
肉
体
か
ら
。」
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
様
、
も
う
言
わ
な
い
で
、
／
あ
な
た
は
気
分
が
悪
い
の
で
す
。
／
さ
あ
、
部
屋
へ
行
き
ま
し
ょ
う
／
密
か
な
愛
を
戯
れ
に
。」
「
そ
な
た
の
愛
は
私
に
は
苦
痛
と
な
っ
た
、
／
私
の
心
の
中
に
は
、
／
お
お
、
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
よ
、
高
貴
で
優
し
い
処
女
が
い
る
、
そ
な
た
は
魔
女
だ
。」
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
よ
、
あ
あ
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
事
を
言
う
の
で
す
、
／
あ
な
た
は
ど
う
し
て
も
私
を
非
難
す
る
の
で
す
ね
？
／
私
た
ち
の
許
に
も
っ
と
長
く
留
ま
り
な
さ
い
、
／
あ
な
た
は
言
葉
に
償
い
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
、
暇
が
欲
し
け
れ
ば
、
／
年
寄
り
た
ち
に
暇
乞
い
な
さ
い
、
／
国
中
、
何
処
を
歩
き
回
っ
て
も
、
／
私
を
称
賛
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。」
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
ま
た
山
を
出
た
／
悲
嘆
し
後
悔
し
な
が
ら
。
／
「
私
は
敬
虔
な
町
、
ロ
ー
マ
へ
行
こ
う
、
／
す
べ
て
を
教
皇
に
打
ち
明
け
よ
う
。
さ
あ
、
楽
し
く
旅
を
し
よ
う
、
／
神
の
御
心
の
ま
ま
に
、
／
ウ
ル
バ
ヌ
ス
と
い
う
名
の
教
皇
の
許
へ
、
／
あ
の
方
が
私
を
受
け
止
め
て
く
だ
さ
る
か
ど
う
か
。
教
皇
様
、
わ
が
教
父
様
、
／
私
は
あ
な
た
に
自
分
の
罪
を
訴
え
ま
す
、
／
私
が
生
涯
に
犯
し
た
罪
を
、
／
私
は
あ
な
た
に
告
白
し
ま
す
。
私
は
丸
一
年
間
／
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
の
許
に
、
女
の
許
に
お
り
ま
し
68
た
、
／
今
、
私
は
告
白
し
懺
悔
を
し
た
い
の
で
す
、
／
私
が
神
に
お
目
通
り
出
来
る
か
ど
う
か
。」
教
皇
は
一
本
の
白
い
杖
を
持
っ
て
い
た
、
／
そ
れ
は
枯
れ
枝
で
出
来
て
い
た
。
／
「
こ
の
杖
が
緑
の
芽
を
出
し
た
ら
、
／
そ
な
た
の
罪
は
赦
さ
れ
よ
う
。」
「
一
年
以
上
生
き
ら
れ
な
い
の
な
ら
、
／
こ
の
地
上
に
い
ら
れ
な
い
の
な
ら
、
／
私
は
改
悛
と
懺
悔
を
し
て
／
神
の
ご
慈
悲
を
得
た
い
の
で
す
。」
そ
こ
で
彼
は
ふ
た
た
び
町
か
ら
出
て
行
っ
た
／
悲
嘆
し
苦
し
み
な
が
ら
。
／
「
聖
母
様
、
マ
リ
ア
様
、
清
ら
か
な
処
女
よ
、
／
あ
な
た
に
お
別
れ
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
私
は
ふ
た
た
び
山
に
入
り
ま
す
／
永
遠
に
、
終
わ
り
な
く
／
わ
が
優
し
き
女
、
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
の
許
へ
、
／
神
の
御
心
の
ま
ま
、
送
ら
れ
て
。」
「
よ
う
こ
そ
、
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
、
良
き
方
、
／
久
し
く
あ
な
た
が
居
ら
れ
ず
、
寂
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
／
お
帰
り
な
さ
い
、
私
の
最
愛
の
方
、
／
忠
実
に
私
の
許
へ
帰
っ
て
来
ら
れ
た
あ
な
た
は
立
派
な
方
。」
そ
の
後
、
三
日
目
／
杖
は
緑
の
芽
を
出
し
始
め
た
、
／
そ
こ
で
国
中
へ
使
者
が
送
ら
れ
た
、
／
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
が
向
か
っ
た
国
々
へ
。
そ
の
時
、
彼
は
ふ
た
た
び
山
に
い
た
、
／
今
や
、
彼
は
そ
の
中
に
留
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
／
最
後
の
審
判
の
日
ま
で
、
／
神
が
指
し
示
す
そ
の
日
ま
で
。
司
祭
は
決
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
／
人
間
に
慰
め
の
な
い
気
持
ち
を
与
え
て
は
い
け
な
い
、
／
懺
悔
と
改
悛
を
行
お
う
と
す
る
な
ら
、
／
そ
の
罪
は
赦
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
（
３
）。
ロ
ー
マ
神
話
の
美
と
愛
の
女
神
ヴ
ェ
ー
ヌ
スVenus
（＝
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
／
﹇
ギ
リ
シ
ア
神
話＝
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
ー
﹈）
と
騎
士
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
会
話
を
軸
に
、
右
の
民
謡
は
、
四
行
一
節
全
二
六
節
の
中
69
で
、
異
教
と
キ
リ
ス
ト
教
、
信
仰
と
快
楽
の
狭
間
に
揺
れ
動
く
主
人
公
の
姿
を
伝
え
て
い
る
。
因
み
に
、
同
じ
出
典
に
拠
る
グ
リ
ム
兄
弟
の
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
は
、
主
人
公
の
「
良
心
」G
ew
issen
の
目
覚
め
、「
女
の
悪
魔
」die
Teufelin
（＝
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
）
等
、
信
仰
上
の
陰
影
を
明
確
化
す
る
表
現
を
加
え
な
が
ら
、
伝
説
を
分
か
り
や
す
い
散
文
に
ま
と
め
て
い
る
。
民
謡
版
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
は
、
そ
れ
に
比
べ
、unm
ehre＝
un-
m
ere
（unw
ert/gleichgültig
）（
無
価
値
な
／
ど
う
で
も
よ
い
）、
han＝
haben
（
持
つ
）、em
pfahn＝
entfahen
（entgegennehm
en
）
（
受
け
取
る
）、M
isstrost<
m
ißtro¯stig＝
untro¯stlich
（
慰
め
の
な
い
）
等
、
初
期
新
高
ド
イ
ツ
語
の
単
語
を
随
所
に
ち
り
ば
め
て
（
４
）、
全
体
に
古
風
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
会
話
体
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
品
に
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
緊
迫
感
と
盛
り
上
が
り
を
与
え
て
も
い
る
。
以
下
、
騎
士
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
そ
の
人
と
異
教
の
女
神
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
（
山
）
を
中
心
に
、
こ
の
伝
説
の
歴
史
的
・
社
会
的
背
景
を
探
っ
て
み
た
い
。
タ
ン
ホ
イ
ザ
ーTannhäuser
（
図
版
１
）
主
人
公
に
関
し
て
、
最
初
に
注
意
す
べ
き
は
、
本
稿
で
紹
介
し
た
伝
説
上
の
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
と
、
実
在
上
の
騎
士
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
区
別
す
る
こ
と
で
あ
る
（
５
）。
一
六
世
紀
以
降
、
特
に
有
名
に
な
っ
た
伝
説
で
は
、
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
山
で
の
体
験
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
歴
史
上
の
人
物
と
し
て
、
今
日
、
彼
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
事
柄
が
ほ
ぼ
確
認
さ
れ
て
い
る
（
６
）。
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
お
よ
び
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
に
定
住
し
た
タ
ン
フ
ー
ゼ
ンTannhusen
家
出
身
の
宮
廷
歌
人＝
ミ
ン
ネ
ゼ
ン
ガ
ーM
innesänger
で
あ
っ
た
。
一
二
〇
五
年
頃
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
東
南
ノ
イ
マ
ル
ク
ト
近
く
の
タ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
城
に
生
ま
図版１ 十字軍参加者あるいは巡礼衣
装のタンホイザー
（ハイデルベルク歌謡写本）
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れ
た
彼
は
、
一
二
二
八
年
か
ら
二
九
年
に
か
け
て
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
の
十
字
軍
に
参
加
し
、
そ
の
後
、
ウ
ィ
ー
ン
の
皇
帝
の
宮
廷
で
庇
護
を
受
け
た
が
、
一
二
四
六
年
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
が
没
し
た
後
は
、
遍
歴
の
旅
に
出
て
、
諸
国
の
宮
廷
に
身
を
寄
せ
な
が
ら
、
一
二
六
七
年
頃
、
亡
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。レ
ク
ラ
ム
版
『
ミ
ン
ネ
ザ
ン
グ
』M
innesang （７
）あ
る
い
は
『
中
世
ド
イ
ツ
詩
集
』D
eutsche
G
edichte
des
M
ittelalters （８
）に
は
、
彼
の
詩
作
品
が
数
篇
収
録
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ラ
イ
ヒLeich
と
呼
ば
れ
る
詩
形
式
の
「
冬
は
過
ぎ
去
っ
た
」Der
w
inter
ist
zergan-
gen
で
は
、
よ
う
や
く
冬
が
去
り
、
多
彩
な
花
々
が
咲
き
乱
れ
る
野
を
散
策
す
る
晴
れ
や
か
な
感
情
が
歌
わ
れ
（
９
）、
ま
た
「
忠
実
な
る
奉
仕
は
良
き
も
の
な
り
」Staeter
dienest
der
ist
guot
と
題
す
る
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
で
は
、「
高
き
ミ
ン
ネ
」
の
喜
び
と
同
時
に
そ
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
化
が
な
さ
れ
て
興
味
深
い
が
（
１０
）、
初
期
の
詩
の
中
で
は
「
今
、
鷹
狩
り
に
行
く
こ
と
が
出
来
る
者
は
幸
せ
な
り
」W
ol
im
,
der
nû
beissen
sol
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
後
の
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
伝
説
と
は
異
な
り
、
十
字
軍
と
い
う
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
上
の
大
事
業
が
あ
る
種
リ
ア
ル
に
歌
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
我
々
は
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
実
像
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
全
五
節
の
そ
の
詩
を
簡
単
に
覗
い
て
み
た
い
（
以
下
要
約
（
１１
））。
ア
プ
ー
リ
エ
ン
の
野
で
鷹
狩
り
に
興
じ
る
こ
と
が
出
来
る
人
は
幸
せ
だ
、
私
は
今
海
を
漂
っ
て
い
る
（
第
一
節
）。
苦
し
み
多
い
私
は
何
処
に
も
留
ま
れ
ず
、
風
の
ま
に
ま
に
流
れ
行
く
の
み
（
第
二
節
）。
ク
レ
タ
島
で
は
危
う
く
死
ぬ
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
大
風
で
櫂
は
折
れ
、
帆
も
千
切
れ
、
た
だ
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
第
三
節
）。
バ
ル
バ
リ
ー
エ
か
ら
吹
く
風
は
激
し
く
、
ト
ル
コ
か
ら
の
風
も
荒
れ
狂
い
、
飲
み
水
は
濁
り
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
は
固
く
、
肉
に
は
塩
、
ワ
イ
ン
に
は
黴
、
心
が
弾
む
こ
と
は
な
い
（
第
四
節
）。
馬
で
進
む
こ
と
が
出
来
る
人
は
幸
い
だ
。
東
か
ら
は
シ
ロ
ッ
コ
、
ア
ル
プ
ス
か
ら
は
ミ
ス
ト
ラ
ル
等
々
、
十
二
の
風
が
あ
る
こ
と
を
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
南
に
い
た
ら
知
ら
な
か
っ
た
。
で
も
、
故
郷
を
後
に
し
た
の
は
、
神
に
仕
え
る
た
め
で
、
風
の
名
を
覚
え
る
た
め
で
は
な
い
（
第
五
節
）。ドイ
ツ
を
後
に
イ
タ
リ
ア
へ
来
た
「
私
」
は
、
広
い
海
の
上
、
苦
労
の
絶
え
な
い
航
海
の
日
々
を
送
る
。
中
で
も
、
第
五
節
末
尾
「
風
の
名
を
覚
え
る
た
め
で
は
な
い
」
は
、
何
か
自
虐
的
な
滑
稽
味
さ
え
感
じ
さ
せ
る
。
他
の
詩
で
「
高
み
ミ
ン
ネ
」
を
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
に
歌
71
う
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
真
骨
頂
が
、
こ
こ
に
も
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
上
の
こ
の
騎
士
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
一
二
二
八
年
か
ら
二
九
年
に
か
け
て
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
（
一
一
九
四
―
一
二
五
〇
年
）
の
率
い
る
第
五
回
十
字
軍
に
従
軍
し
た
（
図
版
２
）。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
六
世
の
子
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
シ
チ
リ
ア
島
に
生
ま
れ
育
っ
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世Friedrich
II.
は
、
一
一
九
七
年
に
ナ
ポ
リ
・
シ
チ
リ
ア
王
と
な
っ
た
後
、
一
二
一
五
年
に
ア
ー
ヘ
ン
で
ド
イ
ツ
王
と
な
り
、
一
二
二
二
年
に
は
ロ
ー
マ
で
帝
冠
し
た
が
、
シ
チ
リ
ア
島
の
パ
レ
ル
モ
に
宮
廷
を
構
え
、
国
際
人
と
し
て
学
芸
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
た
最
初
の
ル
ネ
サ
ン
ス
人
と
も
呼
ば
れ
る
（
１２
）
（
図
版
３
）。
彼
が
率
い
た
十
字
軍
は
、
一
二
二
八
年
六
月
、
イ
タ
リ
ア
半
島
の
踵
の
部
分
に
当
た
る
ブ
リ
ン
デ
ィ
シ
を
出
航
し
、
ク
レ
タ
島
、
キ
プ
ロ
ス
島
を
経
由
し
て
、
九
月
、
ア
ッ
コ
ン
に
上
陸
し
た
。
そ
し
て
、
詳
細
は
略
す
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
の
戦
闘
の
な
い
ま
ま
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
、
一
二
二
九
年
三
月
、
聖
墳
墓
教
会
で
エ
ル
サ
レ
ム
王
と
な
っ
た
。
こ
の
十
字
軍
に
参
加
し
た
当
時
、
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
二
十
三
歳
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
は
三
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
騎
士
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
従
軍
の
模
様
は
、
先
に
紹
介
し
た
詩
が
皮
肉
交
じ
り
に
、
彷
彿
と
さ
せ
て
く
れ
る
が
、
ブ
リ
ン
デ
ィ
シ
の
あ
る
ア
プ
ー
リ
エ
ン
地
方
の
自
然
描
写
や
地
中
海
の
風
の
種
類
を
数
え
あ
げ
る
詩
人
の
ペ
ン
に
は
、
得
も
言
わ
れ
ぬ
透
明
感
が
あ
る
。
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
山
Venusberg
一
転
し
て
、
伝
説
の
中
の
騎
士
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
姿
に
は
、
何
と
不
透
明
な
影
が
付
き
ま
と
う
こ
と
か
。
そ
こ
で
は
、
異
教
の
女
神
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
が
絶
え
ず
背
後
に
控
え
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
の
こ
の
愛
と
美
の
女
神
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
風
土
の
中
で
は
、
表
面
上
、
嫌
わ
れ
役
と
な
っ
て
い
る
。
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
は
、
古
来
、
平
和
や
喜
び
や
幸
せ
を
も
た
ら
す
反
面
、
そ
の
愛
と
美
ゆ
え
に
、
様
々
な
戦
争
、
苦
悩
、
恐
怖
そ
し
て
絶
望
の
原
因
と
も
な
っ
て
き
た
。
特
に
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
い
て
、
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
は
七
つ
の
罪
の
一
つ
で
あ
る
肉
欲
を
意
味
す
る
存
在
と
し
て
敬
遠
さ
れ
、
歪
曲
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
た
。
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
伝
説
は
ま
さ
し
く
そ
の
最
た
る
例
に
他
な
ら
な
い
（
１３
）。
肉
の
快
楽
に
溺
れ
た
騎
士
は
、
己
を
自
覚
し
、
女
神
を
山
中
に
残
し
て
、
ロ
ー
マ
教
皇
の
許
へ
赦
し
を
請
い
に
出
発
す
る
（
第
一
五
節
以
下
）。
教
皇
の
名
は
ウ
ル
バ
ヌ
スU
rbanus
、
歴
史
的
に
見
て
、
四
世
（
一
二
〇
〇
頃
―
一
二
六
四
年
、
在
位
、
一
二
六
一
年
―
六
四
72
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年
）
で
あ
る
（
１４
）。
他
方
、
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
、
庇
護
者
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
の
没
後
、
諸
国
を
流
浪
し
、
一
二
六
七
年
頃
、
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
伝
説
中
の
彼
は
、
晩
年
に
近
く
な
っ
て
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
山
に
入
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
山
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
地
方
、
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
近
く
に
あ
る
ヘ
ル
ゼ
ル
ベ
ル
クH
örselberg
が
モ
デ
ル
と
言
わ
れ
て
い
る
（
１５
）。
そ
れ
に
関
し
て
、
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
は
『
ド
イ
ツ
神
話
学
』
の
中
で
興
味
深
い
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
「
ホ
ル
ダH
olda
と
ヴ
ェ
ー
ヌ
スVenus
の
同
一
性
は
疑
い
な
い
。
こ
の
山
（
幾
つ
か
の
文
献
に
よ
れ
ば
、
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
近
く
の
ホ
ー
ゼ
ル
ベ
ル
クH
oselberg
、
ホ
ル
ゼ
ル
ベ
ル
クH
orselberg
で
あ
る
）
は
、
ホ
レ
叔
母
さ
んfrau
H
olle
の
豪
奢
な
住
居
で
、
一
五
・
六
世
紀
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
そ
こ
か
ら
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
夫
人frau
Venus
﹇
像
﹈
が
形
成
さ
れ
た
ら
し
い
。
彼
女
は
地
下
の
洞
窟
に
小
人
の
王
様zw
ergkönig
の
よ
う
に
、
堂
々
と
豪
華
に
暮
ら
し
て
い
る
。
幾
人
か
の
人
は
今
も
彼
女
の
仲
間
に
加
わ
っ
て
、
歓
喜
の
中
に
そ
こ
で
日
を
送
っ
て
い
る
。
彼
女
の
奇
跡
を
見
る
た
め
に
、
そ
こ
へ
降
り
て
行
っ
た
高
貴
な
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
物
語
が
あ
る
（
１６
）」。「
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ホ
ル
ゼ
ル
ベ
ル
ク
は
ホ
ル
ダ
と
そ
の
軍
勢
の
滞
在
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
魔
女
た
ち
の
集
合
場
所
で
も
あ
っ
た
。
カ
イ
ザ
ー
ス
ベ
ル
ク
は
、
夜
に
や
っ
て
来
る
女
た
ち
を
、
ま
さ
し
く
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
ベ
ル
クVenusberg
に
集
合
さ
せ
て
い
る
。
快
適
な
生
活
と
踊
り
と
跳
躍
が
そ
こ
で
は
実
践
さ
れ
て
い
る
（
１７
）」。
『
ド
イ
ツ
神
話
学
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
一
八
三
五
年
だ
が
、
そ
の
二
年
後
の
一
八
三
七
年
、
詩
人
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネH
einrich
H
eine
（
一
七
九
七
―
一
八
五
六
年
）
は
『
サ
ロ
ン
』Salon
第
三
巻
に
『
精
霊
物
語
』E
lem
entargeister
を
発
表
し
（
第
一
部
は
、
一
八
三
五
年
、『
ド
イ
ツ
論
』D
e
l,
A
llem
agne
の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
発
表
さ
れ
た
）、
コ
ル
ン
マ
ン
版
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
を
紹
介
し
た
他
、
一
八
五
三
年
、
有
名
な
『
流
刑
の
神
々
』D
ie
G
ötter
im
E
xil
に
お
い
て
、「
キ
リ
ス
ト
教
が
世
界
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
と
き
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
神
々
が
被
っ
た
魔
神
﹇
デ
ー
モ
ン
﹈
へ
の
変
身
（
１８
）」
を
、
民
俗
学
的
な
視
点
か
ら
告
発
し
、
文
化
の
基
層
に
埋
も
れ
た
異
教
的
世
界
へ
人
々
の
視
線
を
向
け
た
。
因
み
に
、
我
が
国
で
は
、
若
き
日
の
柳
田
國
男
が
こ
の
『
流
刑
の
神
々
』
を
愛
読
し
、
民
俗
学
的
思
考
の
着
想
を
得
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
１９
）。
『
少
年
の
魔
法
の
角
笛
』
所
収
の
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
で
は
、
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
夫
人Frau
Venus
は
「
魔
女
」eine
Teufelinne
﹇
女
悪
魔
﹈
と
呼
ば
れ
、「
聖
母
マ
リ
ア
」
と
対
比
さ
れ
て
い
た
。
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
異
教
の
女
神
が
、
ゲ
ル
マ
74
ン
の
地
で
は
、
大
地
母
神
の
系
統
を
引
く
ホ
レ
あ
る
い
は
ホ
ル
ダ
と
同
一
視
さ
れ
て
い
た
事
実
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
伝
説
は
、
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
山
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
媒
介
に
、
当
時
の
民
間
信
仰
の
深
層
を
垣
間
見
さ
せ
て
く
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
十
字
軍
に
参
加
し
た
歴
史
上
の
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
と
、
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
山
に
籠
っ
た
後
、
一
度
は
ロ
ー
マ
教
皇
に
赦
し
を
求
め
た
も
の
の
、
結
局
、
山
へ
戻
り
、
最
後
の
審
判
の
日
ま
で
そ
こ
に
留
ま
っ
た
伝
説
上
の
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
と
は
、
何
と
対
照
的
で
あ
る
こ
と
か
。（
ア
）
イ
ロ
ニ
ー
と
才
気
に
満
ち
た
若
き
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
、
異
教
の
女
神
の
支
配
す
る
、
華
や
か
さ
の
陰
に
幽
暗
さ
を
宿
す
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
山
の
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
、
二
つ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
波
乱
に
満
ち
た
こ
の
人
物
の
生
涯
の
軌
跡
を
明
瞭
に
描
き
分
け
て
い
る
。
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
と
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
（
山
）
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
多
く
の
ド
イ
ツ
作
家
た
ち
の
心
を
捉
え
た
。
古
く
は
、
一
五
一
五
年
以
来
、
ビ
ラ
の
か
た
ち
で
流
布
し
た
民
謡
が
伝
え
ら
れ
る
が
（
２０
）、
ロ
マ
ン
主
義
の
時
代
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
テ
ィ
ー
クLudw
ig
T
ieck
（
一
七
七
三
―
一
八
五
三
年
）
の
「
忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト
と
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
D
er
getreue
E
ckart
und
der
Tannenhäuser
（
一
七
九
九
年
初
版
（
２１
））
が
人
気
の
口
火
を
切
っ
た
。
ヴ
ィ
ー
ヌ
ス
山
の
麓
に
い
て
、
山
に
入
ろ
う
と
す
る
人
々
に
入
る
な
と
警
告
を
す
る
騎
士
エ
ッ
カ
ル
ト
、
す
で
に
中
世
末
期
、
ハ
ン
ス
・
ザ
ッ
ク
スH
ans
Sachs
（
一
四
九
四
―
一
五
七
六
年
）
は
、
一
五
一
七
年
作
の
謝
肉
祭
劇
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
家
来
」D
as
H
ofgsind
Veneris （２２
）の
中
で
、
こ
の
人
物
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
さ
せ
て
い
た
。
女
王
ヴ
ィ
ー
ヌ
ス
の
許
に
次
々
に
や
っ
て
く
る
騎
士
、
博
士
、
町
人
、
百
姓
、
傭
兵
等
に
向
か
っ
て
、
エ
ッ
カ
ル
ト
は
愛
の
女
神
の
矢
に
射
抜
か
れ
な
い
よ
う
に
「
早
く
逃
れ
よ
」
と
警
告
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
空
し
く
、
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
は
踊
り
や
奏
楽
や
歌
な
ど
「
気
晴
ら
し
」
に
満
ち
た
山
へ
人
々
を
ま
す
ま
す
誘
う
。
テ
ィ
ー
ク
以
後
、
先
に
紹
介
し
た
ア
ル
ニ
ム
／
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
編
『
少
年
の
魔
法
の
角
笛
』（
一
八
〇
六
年
）
の
他
、
Ｊ
・
Ｇ
・
ビ
ュ
ッ
シ
ン
グB
üsching
（
一
七
八
三
―
一
八
二
九
年
）
編
『
伝
説
・
昔
話
・
聖
者
伝
』Volkssagen,M
ärchen
und
Legenden
（
一
八
一
二
年
（
２３
））、
グ
リ
ム
兄
弟
編
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
一
六
年
）、
さ
ら
に
Ｈ
・
ハ
イ
ネ
が
『
精
霊
物
語
』
以
外
に
、『
新
詩
集
』N
eue
G
e-
dichte
（
一
八
四
四
年
刊
）
に
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」（
一
八
三
六
年
作
）
を
収
録
し
た
が
（
２４
）、
恐
ら
く
そ
れ
に
も
触
発
さ
れ
て
、
作
曲
家
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヴ
ァ
グ
ナ
ー
（
一
八
一
三
―
一
八
八
三
年
）
は
歌
合
戦
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
合
体
さ
せ
た
歌
劇
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
と
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
の
歌
合
戦
』Tannhäuser
und
der
Sängerkrieg
auf
75
W
artburg
を
創
作
、
一
八
四
五
年
に
ド
レ
ス
デ
ン
で
初
演
し
た
。
彼
は
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
を
一
八
四
一
年
に
パ
リ
で
計
画
し
、
翌
年
、
ド
イ
ツ
へ
帰
郷
し
た
際
に
、
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
と
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
の
風
景
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
、
そ
れ
を
自
作
に
採
用
し
た
よ
う
で
あ
る
（
２５
）。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
森
に
囲
ま
れ
た
小
高
い
山
に
建
つ
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
一
帯
の
光
景
（
図
版
４
）
は
、
実
際
、
今
日
で
も
な
お
、
中
世
の
ロ
マ
ン
的
世
界
に
我
々
を
誘
っ
て
止
ま
な
い
が
、
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
が
住
む
と
伝
え
ら
れ
る
ヘ
ル
ゼ
ル
ベ
ル
ク
は
こ
の
城
に
近
く
、
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
近
郊
は
ま
さ
し
く
、
ド
イ
ツ
で
も
有
数
の
伝
説
の
故
郷
と
言
っ
て
よ
い
。
第
二
章
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
Lohengrin
グ
リ
ム
兄
弟
編
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
に
は
、
白
鳥
の
騎
士
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
に
関
連
し
た
作
品
が
七
篇
収
め
ら
れ
て
い
る
（
２６
）。
五
三
九
「
カ
ー
ル
・
イ
ー
ナ
ハ
、
サ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
・
ブ
ラ
ボ
ン
そ
し
て
白
鳥
夫
人
」C
arl
Y
nach,Salvius
B
rabon
und
Frau
Schw
an
（
Ｂ
Ｄ
Ｋ
版
五
三
三
）、
五
四
〇
「
白
鳥
の
騎
士
」D
er
R
itter
m
it
dem
Schw
an
（
Ｂ
Ｄ
Ｋ
版
五
三
四
）、
五
四
一
「
ラ
イ
ン
河
の
白
鳥
の
舟
」D
as
Schw
anschiff
am
R
hein
（
Ｂ
Ｄ
Ｋ
版
五
三
五
）、
五
四
図版４ ヴァルトブルク城（アイゼナハ）
76
二
「
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
」Lohengrin
zu
B
rabant
（
Ｂ
Ｄ
Ｋ
版
五
三
六
）、
五
四
三
「
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
で
の
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
の
最
期
」Loherangrins
E
nde
in
Lothringen
（
Ｂ
Ｄ
Ｋ
版
五
三
七
）、
五
四
四
「
白
鳥
の
騎
士
」D
er
Schw
anritter
（
Ｂ
Ｄ
Ｋ
版
五
三
八
）、
五
四
五
「
善
良
な
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
」
D
er
gute
G
erhard
Schw
an
（
Ｂ
Ｄ
Ｋ
版
五
三
九
）
が
そ
れ
だ
が
、
中
で
も
「
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
」
は
こ
の
タ
イ
プ
の
典
型
を
示
し
て
い
る
。
全
訳
で
紹
介
し
た
い
。
ブ
ラ
バ
ン
ト
と
リ
ム
ブ
ル
ク
の
公
爵
は
、
エ
ル
ス
あ
る
い
は
エ
ル
ザ
ム
と
い
う
名
の
若
い
娘
以
外
に
は
後
継
ぎ
を
残
さ
ず
に
亡
く
な
っ
た
。
公
爵
は
こ
の
娘
を
死
の
床
で
家
臣
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
テ
ラ
ム
ン
ト
に
託
し
た
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
竜
を
退
治
し
た
こ
と
の
あ
る
勇
敢
な
英
雄
で
あ
っ
た
が
、
今
度
ば
か
り
は
傲
慢
に
な
っ
て
、
公
爵
令
嬢
が
結
婚
を
誓
っ
た
と
偽
っ
て
申
し
立
て
、
彼
女
と
国
土
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
。
令
嬢
が
毅
然
と
し
て
こ
れ
を
拒
絶
し
た
の
で
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
鳥
刺
帝
に
訴
え
出
た
。
判
決
が
下
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
令
嬢
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
に
対
抗
す
る
勇
者
に
よ
っ
て
、
神
の
裁
き
で
、
わ
が
身
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。
そ
の
よ
う
な
勇
者
は
容
易
に
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
令
嬢
は
一
心
不
乱
に
神
に
救
い
を
求
め
て
祈
っ
た
。
そ
の
時
、
遥
か
に
遠
い
モ
ン
テ
サ
ル
ヴ
ァ
チ
ュ
の
聖
杯
城
で
、
誰
か
が
緊
急
に
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
告
げ
る
鐘
の
音
が
鳴
り
響
い
た
。
そ
こ
で
直
ち
に
聖
杯
城
で
は
、
パ
ル
ツ
ィ
フ
ァ
ル
の
息
子
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
を
派
遣
す
る
決
定
が
下
さ
れ
た
。
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
が
足
を
鐙
に
乗
せ
よ
う
と
し
た
ま
さ
に
そ
の
時
、
一
羽
の
白
鳥
が
水
面
を
漂
っ
て
き
た
。
後
ろ
に
一
艘
の
舟
を
曳
い
て
い
た
。
白
鳥
を
目
に
す
る
や
否
や
、
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
は
叫
ん
だ
。「
馬
を
飼
い
葉
桶
の
所
へ
戻
せ
。
私
は
こ
の
白
鳥
が
導
く
ま
ま
に
つ
い
て
行
こ
う
。」
神
を
信
じ
て
、
彼
は
食
料
を
舟
に
積
み
込
ま
な
か
っ
た
。
五
日
間
、
海
の
上
を
進
ん
だ
あ
と
、
白
鳥
は
嘴
を
水
中
に
入
れ
、
小
魚
を
捕
え
る
と
、
半
分
を
食
べ
、
他
の
半
分
を
王
子
に
食
べ
る
よ
う
に
与
え
た
。
そ
の
間
、
エ
ル
ザ
ム
は
国
中
の
領
主
や
家
臣
を
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
に
招
集
し
た
。
ま
さ
に
そ
の
会
議
の
日
に
、
人
々
は
小
舟
を
曳
い
た
一
羽
の
白
鳥
が
シ
ェ
ル
デ
河
を
遡
っ
て
来
る
の
を
見
た
。
舟
に
は
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
が
楯
の
上
に
身
を
伸
ば
し
て
眠
っ
て
い
た
。
白
鳥
は
岸
に
着
い
た
。
王
子
は
喜
び
の
中
に
迎
え
ら
れ
た
。
彼
の
兜
と
楯
と
剣
が
舟
か
ら
運
ば
れ
る
と
、
白
鳥
は
直
ち
に
戻
っ
て
行
77
っ
た
。
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
は
今
や
公
爵
令
嬢
が
被
っ
て
い
た
不
正
の
こ
と
を
聞
い
た
。
そ
し
て
彼
女
の
た
め
に
闘
う
こ
と
を
喜
ん
で
引
き
受
け
た
。
エ
ル
ザ
ム
は
そ
こ
で
す
べ
て
の
親
類
縁
者
と
家
臣
を
呼
び
寄
せ
た
。
彼
ら
は
進
ん
で
や
っ
て
来
た
が
、
大
変
な
人
数
で
あ
っ
た
。
母
方
の
家
系
の
ゴ
ッ
ト
ハ
ル
ト
王
も
、
ク
ラ
ー
ル
ブ
ル
ン
の
僧
院
長
グ
ン
デ
マ
ル
に
招
か
れ
て
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
や
っ
て
来
た
。
一
行
は
そ
れ
ぞ
れ
出
発
し
、
後
に
合
流
し
て
一
同
は
ザ
ー
ル
ブ
ル
ュ
ッ
ケ
ン
へ
進
み
、
そ
こ
か
ら
マ
イ
ン
ツ
を
目
指
し
た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
滞
在
し
て
い
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
皇
帝
も
マ
イ
ン
ツ
へ
出
迎
え
に
や
っ
て
来
た
。
そ
し
て
こ
の
町
に
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
と
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
闘
う
こ
と
に
な
る
場
と
席
が
設
け
ら
れ
た
。
聖
杯
の
勇
者
が
勝
利
し
た
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
公
爵
令
嬢
を
欺
い
て
い
た
こ
と
を
白
状
し
、
槌
と
手
斧
で
処
刑
さ
れ
た
。
エ
ル
ザ
ム
は
今
や
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
と
結
ば
れ
た
。
彼
ら
は
そ
の
前
か
ら
互
い
に
愛
し
合
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
あ
ら
か
じ
め
密
か
に
記
憶
に
と
ど
め
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
素
姓
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
質
問
を
彼
女
の
口
が
発
す
る
こ
と
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
何
故
な
ら
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
彼
は
直
ぐ
に
彼
女
を
残
し
て
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
と
。
し
ば
ら
く
の
間
、
結
婚
し
た
二
人
は
何
も
の
に
も
邪
魔
さ
れ
ず
幸
せ
に
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
は
賢
明
に
力
強
く
治
め
て
い
た
。
フ
ン
族
や
異
教
徒
に
対
す
る
遠
征
で
、
彼
は
皇
帝
の
た
め
に
大
き
な
勲
功
を
挙
げ
た
。
し
か
し
あ
る
時
、
槍
の
試
合
で
、
ク
レ
ー
ヴ
ェ
の
公
爵
を
馬
か
ら
突
き
落
と
し
、
公
爵
が
腕
を
折
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
す
る
と
こ
れ
を
妬
ん
で
、
ク
レ
ー
ヴ
ェ
公
爵
夫
人
は
婦
人
た
ち
に
声
高
に
こ
う
語
っ
た
。
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
は
勇
敢
な
英
雄
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
貴
族
と
し
て
の
階
級
の
た
め
に
彼
の
名
声
は
低
い
の
で
す
。
と
い
う
の
は
、
彼
が
何
処
か
ら
こ
の
国
に
流
れ
着
い
た
の
か
、
誰
も
知
ら
な
い
か
ら
で
す
。」
こ
の
言
葉
は
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
爵
夫
人
の
胸
に
突
き
刺
さ
っ
た
。
彼
女
は
顔
を
赤
ら
め
、
蒼
白
と
な
っ
た
。
夜
、
寝
床
の
中
で
、
夫
が
彼
女
を
腕
に
抱
い
た
と
き
、
彼
女
は
泣
い
た
。
彼
は
言
っ
た
。「
ね
え
、
何
故
、
そ
な
た
は
心
乱
れ
て
い
る
の
だ
？
」
彼
女
は
答
え
た
。「
ク
レ
ー
ヴ
ェ
公
爵
夫
人
が
私
を
深
く
悲
し
ま
せ
て
い
る
の
で
す
。」
し
か
し
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
は
沈
黙
し
、
そ
れ
以
上
は
尋
ね
な
か
っ
た
。
二
日
目
の
夜
も
夫
人
は
泣
い
た
。
彼
は
そ
れ
に
気
付
き
、
彼
女
を
ま
た
宥
め
た
。
し
か
し
三
日
目
の
夜
、
エ
ル
ザ
ム
は
も
は
や
自
分
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、
こ
う
言
っ
た
。「
ご
主
人
様
、
怒
ら
な
い
で
下
さ
い
。
私
は
知
り
78
た
い
の
で
す
、
何
時
、
あ
な
た
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
か
を
。
何
故
な
ら
、
私
の
心
は
あ
な
た
様
が
高
貴
な
方
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。」
夜
が
明
け
る
と
、
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
は
彼
が
何
処
の
家
系
の
者
か
を
説
明
し
た
。
パ
ル
ツ
ィ
フ
ァ
ル
が
彼
の
父
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
神
が
彼
を
聖
杯
城
か
ら
派
遣
し
た
、
と
。
そ
う
し
て
か
ら
、
彼
は
夫
人
と
の
間
に
生
ま
れ
た
二
人
の
子
供
を
連
れ
て
来
さ
せ
、
彼
ら
に
口
づ
け
し
、
彼
が
残
し
て
ゆ
く
角
笛
と
剣
を
大
事
に
保
管
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
夫
人
に
は
、
か
つ
て
母
が
彼
に
贈
っ
た
指
環
を
与
え
た
。
そ
の
時
、
彼
の
友
人
で
あ
る
白
鳥
が
小
舟
を
曳
い
て
急
い
で
泳
い
で
来
た
。
王
子
は
そ
れ
に
乗
り
込
み
、
水
路
を
辿
っ
て
聖
杯
の
職
務
へ
と
戻
っ
て
行
っ
た
。
エ
ル
ザ
ム
は
気
を
失
っ
て
く
ず
お
れ
た
の
で
、
人
々
は
楔
で
彼
女
の
歯
を
こ
じ
開
け
て
、
水
を
流
し
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
皇
帝
と
帝
国
が
遺
児
を
引
き
取
っ
た
。
子
供
た
ち
は
ヨ
ー
ハ
ン
と
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
と
い
う
名
で
あ
っ
た
。
未
亡
人
と
な
っ
た
公
爵
夫
人
は
泣
き
、
二
度
と
戻
っ
て
は
来
な
い
愛
す
る
夫
を
想
い
、
残
り
の
人
生
を
悲
嘆
の
中
に
暮
ら
し
た
（
２７
）。
時
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
鳥
刺
帝
の
世
、
場
所
は
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
国
。
公
爵
が
死
に
、
公
国
と
令
嬢
を
託
さ
れ
た
家
臣
が
逆
に
そ
れ
を
狙
う
。
窮
地
に
陥
っ
た
令
嬢
、
そ
の
時
、
聖
杯
城
か
ら
派
遣
さ
れ
て
、
一
人
の
騎
士
が
白
鳥
の
曳
く
舟
で
到
着
す
る
。
そ
し
て
悪
し
き
家
臣
と
闘
い
、
勝
利
し
、
自
分
の
素
姓
を
尋
ね
な
い
約
束
で
令
嬢
と
結
婚
す
る
。
し
か
し
、
あ
る
き
っ
か
け
で
、
夫
人
が
素
姓
を
訊
ね
た
た
め
、
騎
士
は
己
の
血
筋
を
明
か
し
、
聖
杯
の
国
へ
立
ち
去
っ
て
行
く
。「
白
鳥
の
騎
士
」
伝
説
は
、
以
上
を
骨
格
と
す
る
深
い
余
韻
に
満
ち
た
物
語
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
グ
リ
ム
兄
弟
編
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
は
右
の
Ｄ
Ｓ
五
四
二
を
含
め
て
、
全
七
篇
の
「
白
鳥
の
騎
士
」
伝
説
を
収
録
し
て
い
る
が
、
一
般
に
、
伝
説Sage
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
昔
話
M
ärchen
と
は
異
な
り
、
具
体
的
な
時
や
場
所
と
の
繋
が
り
を
―
―
史
実
そ
の
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
―
―
一
応
は
保
っ
て
い
る
（
２８
）。
Ｄ
Ｓ
五
四
二
に
関
し
て
言
え
ば
、「
ハ
イ
ン
リ
ヒ
鳥
刺
帝
」H
einrich
der
Vogler
と
「
ブ
ラ
バ
ン
ト
」B
rabant
と
い
う
人
名
と
地
名
か
ら
、
物
語
の
舞
台
が
特
定
さ
れ
る
が
、「
白
鳥
の
騎
士
」
伝
説
の
背
景
を
さ
ら
に
深
く
探
る
た
め
、
あ
ら
た
め
て
、
Ｄ
Ｓ
所
収
の
七
篇
の
時
と
場
所
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
先
ず
、
時
系
列
に
即
し
て
見
る
と
、
Ｄ
Ｓ
五
三
九
「
カ
ー
ル
・
イ
ー
ナ
ハ
、
サ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
・
ブ
ラ
ボ
ン
そ
し
て
白
鳥
夫
人
」
は
〈
古
代
ロ
ー
マ
〉（
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
等
）、
Ｄ
Ｓ
五
四
三
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「
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
で
の
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
の
最
期
」
は
〈
西
暦
五
〇
〇
年
〉、
Ｄ
Ｓ
五
四
一
「
ラ
イ
ン
河
の
白
鳥
の
舟
」
は
〈
七
一
一
年
〉、
Ｄ
Ｓ
五
四
四
「
白
鳥
の
騎
士
」
お
よ
び
五
四
五
「
善
人
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ン
」
は
〈
カ
ー
ル
大
帝
〉（
在
位
七
六
八
―
八
一
四
年
）、
Ｄ
Ｓ
五
四
二
「
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
」
は
〈
ハ
イ
ン
リ
ヒ
鳥
刺
帝
〉（
在
位
九
一
九
―
九
三
六
年
）、
Ｄ
Ｓ
五
四
〇
「
白
鳥
の
騎
士
」
は
〈
皇
帝
オ
ッ
ト
ー
一
世
〉（
在
位
九
三
六
―
九
七
三
年
）
が
そ
の
時
代
で
あ
る
。
次
に
空
間
系
列
（
図
版
５
）
に
沿
っ
て
Ｄ
Ｓ
七
篇
を
見
る
と
、
同
じ
順
に
、
Ｄ
Ｓ
五
三
九
は
ト
ネ
レ
（＝
ト
ン
ゲ
ル
ン
）（
今
日
ベ
ル
ギ
ー
）
と
ロ
ー
マ
を
結
ぶ
都
市
群
、
Ｄ
Ｓ
五
四
三
は
ブ
ラ
バ
ン
ト
（
ベ
ル
ギ
ー
）
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
Ｄ
Ｓ
五
四
一
は
ク
レ
ー
ヴ
ェ
（
ド
イ
ツ
）
と
ニ
ム
ヴ
ェ
ー
ゲ
ン
（
オ
ラ
ン
ダ
）、
Ｄ
Ｓ
五
四
四
は
ブ
ラ
バ
ン
ト
と
ノ
イ
マ
ー
ゲ
ン
（＝
ニ
ム
ヴ
ェ
ー
ゲ
ン
）、
Ｄ
Ｓ
五
四
五
は
ラ
イ
ン
河
畔
と
ア
ル
デ
ネ
ン
（
ベ
ル
ギ
ー
）、
Ｄ
Ｓ
五
四
二
は
ブ
ラ
バ
ン
ト
、
Ｄ
Ｓ
五
四
〇
は
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
（
ベ
ル
ギ
ー
／
フ
ラ
ン
ス
／
オ
ラ
ン
ダ
）
が
主
な
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
時
系
列
は
、
古
代
ロ
ー
マ
を
起
源
に
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
／
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
／
ザ
ク
セ
ン
朝
の
時
代
、
空
間
系
列
は
、
ブ
ラ
バ
ン
ト
を
中
心
に
、
今
日
の
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
図版５ ブラバント周辺地図
80
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
を
含
む
ラ
イ
ン
河
下
流
域
と
ア
ル
デ
ン
ヌ
高
原
お
よ
び
北
海
に
囲
ま
れ
た
地
域
が
「
白
鳥
の
騎
士
」
伝
説
の
お
お
よ
そ
の
範
囲
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
『
昔
話
百
科
事
典
』E
nzyklopädie
des
M
ärchens
等
の
記
述
に
よ
れ
ば
、「
白
鳥
の
騎
士
」（
独
語Schw
anritter
／
英
語Sw
an
K
night
）
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広
く
流
布
し
た
伝
説
の
一
つ
で
（
２９
）、
ラ
テ
ン
語
、
仏
語
、
独
語
、
西
語
、
英
語
、
伊
語
、
さ
ら
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
最
古
の
も
の
は
、
『
白
鳥
の
騎
士
と
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
の
子
供
た
ち
』」Le
C
hevalier
au
C
igne
et
les
E
nfances
de
G
audefroi
（
一
一
七
〇
／
九
〇
年
）
に
見
出
さ
れ
る
よ
う
だ
（
３０
）。
他
方
、
伝
説
の
主
人
公
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
」
の
名
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
文
学
に
お
い
て
は
、
中
世
の
叙
事
詩
人
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
フ
ォ
ン
・
エ
ッ
シ
ェ
ン
バ
ハW
olfram
von
E
schenbach
（
一
一
七
〇
頃
―
一
二
二
〇
年
頃
）
の
『
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
』Parzival
（
一
二
一
〇
年
頃
）
第
十
六
巻
に
初
め
て
、
聖
杯
王
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
の
息
子
ロ
ヘ
ラ
ン
グ
リ
ー
ンLoherangrin
と
し
て
登
場
す
る
（
３１
）。
そ
こ
で
、
前
者
「
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
」
お
よ
び
後
者
「
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
」＝
「
聖
杯
王
」
を
導
き
の
糸
に
、
先
の
時
と
場
所
の
確
認
を
踏
ま
え
、
以
下
、「
白
鳥
の
騎
士
」
伝
説
の
歴
史
的
・
神
話
的
な
深
層
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
・
ド
・
ブ
イ
ヨ
ン
G
odefroy
de
B
ouillon
さ
て
、
前
述
『
白
鳥
の
騎
士
と
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
の
子
供
た
ち
』
は
十
二
世
紀
末
の
歌
謡
で
、
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「﹇
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
﹈
ブ
イ
ヨ
ン
公
爵
の
未
亡
人
は
、
義
弟
で
あ
る
ザ
ク
セ
ン
の
レ
ニ
ー
ル
に
姦
通
罪
で
訴
え
ら
れ
、
領
土
を
奪
わ
れ
る
。
皇
帝
オ
ッ
ト
ー
﹇
一
世
﹈
に
よ
っ
て
ニ
ム
ブ
ル
ク
で
裁
判
が
行
わ
れ
た
日
、
ラ
イ
ン
河
を
一
羽
の
白
鳥
に
曳
か
れ
て
舟
が
現
れ
る
。
中
に
は
騎
士
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
騎
士
は
、
神
明
裁
判
と
み
な
さ
れ
た
一
騎
打
ち
で
敵
を
倒
し
、
窮
地
に
陥
っ
た
公
爵
夫
人
を
救
う
。
騎
士
は
夫
人
の
娘
と
結
婚
し
、
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
・
ド
・
ブ
イ
ヨ
ン
﹇
ド
イ
ツ
名
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ブ
イ
ヨ
ン
﹈
の
先
祖
と
な
る
（
３２
）。」
そ
の
後
、
素
姓
を
尋
ね
な
い
と
い
う
婚
前
の
約
束
を
妻
が
破
っ
た
た
め
、
騎
士
は
家
族
と
国
を
離
れ
、
白
鳥
の
舟
で
故
国
へ
帰
っ
て
行
く
。
物
語
は
、
ザ
ク
セ
ン
朝
第
二
代
の
ド
イ
ツ
王
オ
ッ
ト
ー
一
世
（
在
位
九
三
六
―
九
七
三
年
）（
の
ち
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
）
の
時
代
で
あ
る
。
ブ
ラ
バ
ン
ト
は
、
マ
ー
ス
河
と
シ
ェ
ル
デ
河
に
挟
ま
れ
た
ベ
ル
81
ギ
ー
北
部
と
東
部
、
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
南
部
に
広
が
る
地
方
で
、
元
来
は
フ
ラ
ン
ク
族
の
ガ
ウG
au
（
行
政
区
）
ブ
ラ
カ
ン
ト
ゥ
ム
B
rachantum
で
あ
っ
た
が
、
西
暦
八
七
〇
年
、
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
と
共
に
、
王
国
に
帰
属
し
、
ニ
ー
ダ
ー
﹇
低
﹈・
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
公
爵
領
と
な
っ
た
。
一
一
〇
六
年
以
後
は
、
ル
ー
ヴ
ァ
ン
伯
爵
が
公
爵
と
な
り
、
一
一
九
一
か
ら
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
爵
を
名
乗
っ
た
（
３３
）。
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
・
ド
・
ブ
イ
ヨ
ン
（
一
〇
六
〇
頃
―
一
一
〇
〇
年
）
は
、
一
〇
八
八
年
か
ら
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
伯
爵
と
な
っ
た
が
、
彼
の
名
を
一
躍
有
名
に
し
た
の
は
、
第
一
回
十
字
軍
で
あ
る
（
３４
）。（
図
版
２
）
一
〇
九
六
年
、
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
伯
は
二
万
の
軍
を
率
い
て
遠
征
に
出
発
し
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
経
由
で
エ
ル
サ
レ
ム
を
目
指
し
、
一
〇
九
九
年
七
月
、
そ
こ
を
陥
落
さ
せ
た
が
、
そ
の
際
、
伯
は
主
力
部
隊
を
指
揮
、
決
定
的
な
役
割
を
演
じ
た
。
一
週
間
に
わ
た
っ
て
市
街
地
を
掠
奪
し
住
民
を
殺
戮
し
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
（
フ
ラ
ン
ク
人
）
の
残
虐
行
為
は
、「
史
上
拭
い
が
た
い
一
大
汚
辱
（
３５
）」
と
言
わ
れ
る
。
エ
ル
サ
レ
ム
王
と
な
っ
た
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
伯
は
、
王
号
を
憚
っ
て
、
自
ら
「
聖
墓
の
守
護
者
」
と
称
し
、
同
地
で
没
し
た
。
以
上
が
歴
史
上
の
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
伯
で
あ
る
。「
白
鳥
の
騎
士
」
伝
説
は
、
武
勲
詩chanson
de
geste
の
伝
統
と
ブ
イ
ヨ
ン
お
よ
び
ブ
ラ
バ
ン
ト
家
の
由
来
譚
が
結
び
付
い
て
成
立
し
た
物
語
に
他
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
グ
リ
ム
兄
弟
編
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
過
去
を
さ
ら
に
遡
る
「
白
鳥
の
騎
士
」
伝
説
を
採
録
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｓ
五
三
九
「
カ
ー
ル
・
イ
ー
ナ
ハ
、
サ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
・
ブ
ラ
ボ
ン
そ
し
て
白
鳥
夫
人
」（
出
典
は
一
五
四
八
年
、
パ
リ
で
刊
行
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
・
ル
メ
ー
ル
著
『
ガ
リ
ア
の
名
士
た
ち
（
３６
）』）
が
そ
れ
で
あ
る
。
最
後
に
そ
れ
を
紹
介
し
た
い
（
以
下
要
約
）。
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
﹇
独
語
名
﹈（＝
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
）
は
ト
ネ
レ
（＝
ト
ン
ゲ
ル
ン
）﹇
現
ベ
ル
ギ
ー
﹈
の
国
王
で
、
マ
ー
ス
河
の
辺
メ
ー
ハ
の
城
に
居
を
構
え
て
い
た
が
、
息
子
カ
ー
ル
・
イ
ー
ナ
ハ
が
未
婚
女
性
に
暴
行
を
働
い
た
た
め
国
外
追
放
し
た
。
カ
ー
ル
は
ロ
ー
マ
へ
逃
れ
、
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
許
に
身
を
寄
せ
、
そ
の
後
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
へ
逃
れ
た
際
に
、
地
方
総
督
ル
キ
ウ
ス
・
ユ
リ
ウ
ス
の
娘
ゲ
ル
マ
ー
ナ
と
恋
仲
と
な
り
駆
け
落
ち
し
た
。
そ
の
途
次
、
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ン
ブ
レ
ー
で
、
白
鳥
が
ゲ
ル
マ
ー
ナ
の
膝
に
庇
護
を
求
め
て
以
来
、
彼
女
は
ド
イ
ツ
名
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ン
﹇
白
鳥
﹈
を
名
乗
っ
た
。
シ
ェ
ル
デ
河
畔
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
カ
ー
ル
は
父
の
訃
報
を
聞
き
、
夫
人
﹇
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ン
﹈
と
共
に
故
国
へ
帰
っ
た
。
二
人
の
間
に
息
子
﹇
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ン
﹈
と
娘
﹇
母
と
同
じ
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ン
﹈
が
生
れ
82
た
。
当
時
、
ザ
ク
セ
ン
国
王
と
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
が
戦
っ
て
い
た
が
、
ザ
ク
セ
ン
に
味
方
し
た
カ
ー
ル
は
戦
死
し
た
。
寡
婦
と
な
っ
た
ゲ
ル
マ
ー
ナ
﹇
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ン
﹈
は
子
供
た
ち
と
メ
ー
ハ
の
城
に
暮
ら
し
た
。
ク
レ
ー
ヴ
ェ
の
城
に
駐
屯
し
て
い
た
カ
エ
サ
ル
軍
に
、
ト
ロ
イ
ア
の
英
雄
ヘ
ク
ト
ー
ル
の
息
子
フ
ラ
ン
ク
ス
の
血
を
引
く
サ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
・
ブ
ラ
ボ
ン
と
い
う
勇
士
が
い
た
。
彼
は
白
鳥
に
曳
か
れ
る
小
舟
に
乗
っ
て
、
メ
ー
ハ
の
城
へ
来
て
、
白
鳥
夫
人
か
ら
、
彼
女
の
兄
カ
エ
サ
ル
と
の
和
解
の
仲
介
を
頼
ま
れ
、
そ
れ
を
叶
え
た
。
ブ
ラ
ボ
ン
は
、
皇
帝
の
姪
で
白
鳥
夫
人
の
娘
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ン
と
結
婚
し
、
シ
ェ
ル
デ
河
地
方
の
土
地
を
授
か
っ
た
。
以
来
、
当
地
は
ブ
ラ
ボ
ン
に
因
ん
で
ブ
ラ
バ
ン
ト
、
ト
ネ
レ
は
ゲ
ル
マ
ー
ナ
に
因
ん
で
ゲ
ル
マ
ニ
ア
と
称
さ
れ
た
（
３７
）。
古
代
ロ
ー
マ
と
ガ
リ
ア
を
舞
台
に
、
歴
史
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
入
り
混
じ
る
雄
大
な
物
語
で
あ
る
。
地
名
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
由
来
に
、
古
代
と
中
世
、
ロ
ー
マ
と
ガ
リ
ア
が
絡
む
こ
の
伝
説
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
マ
軍
の
戦
士
サ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
・
ブ
ラ
ボ
ン
が
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
の
い
わ
ば
原
像
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｓ
四
二
三
「
フ
ラ
ン
ク
族
の
由
来
」
に
拠
る
と
、
ト
ロ
イ
ア
落
城
後
、
フ
ラ
ン
コ
一
族
が
ラ
イ
ン
河
の
川
下
に
漂
着
し
、
小
ト
ロ
イ
ア
、
ク
サ
ン
テ
ンX
anten
を
築
い
た
と
い
う
（
３８
）。
ブ
ラ
バ
ン
ト
と
フ
ラ
ン
ク
人
は
、
伝
説
の
上
で
、
ト
ロ
イ
ア
と
繋
が
る
の
で
あ
る
。
カ
エ
サ
ル
の
『
ガ
リ
ア
戦
記
（
３９
）』
の
中
で
は
、
ベ
ル
ギ
ウ
ム
﹇
ベ
ル
ギ
ー
﹈
の
マ
ー
ス
河
は
モ
サ
、
シ
ェ
ル
デ
河
は
ス
カ
ル
デ
ィ
ス
、
南
部
ア
ル
デ
ン
ヌ
山
地
は
ア
ル
ド
ゥ
エ
ン
ナ
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
ら
に
囲
ま
れ
た
南
ブ
ラ
バ
ン
ト
に
は
ア
ト
ゥ
ア
ー
ト
ゥ
キ
ー
族
、
そ
の
東
モ
サ
河
か
ら
レ
ー
ヌ
ス
河
﹇
ラ
イ
ン
河
﹈
の
間
の
地
域
に
エ
プ
ロ
ネ
ー
ス
族
が
住
ん
で
い
た
が
、
彼
ら
の
防
砦
ア
ト
ゥ
ア
ー
ト
ゥ
カ
が
ト
ネ
レ
﹇
ト
ン
ゲ
ル
ン
﹈
と
さ
れ
て
い
る
。Ｄ
Ｓ
五
三
九
「
カ
ー
ル
・
イ
ー
ナ
ハ
…
…
」
は
、
こ
の
ト
ネ
レ
の
国
王
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
（＝
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
）
を
原
点
に
物
語
が
展
開
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
紀
元
前
五
一
年
公
刊
の
『
ガ
リ
ア
戦
記
』
の
中
に
、
我
々
は
古
代
ロ
ー
マ
時
代
の
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
原
初
風
景
を
垣
間
見
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
ロ
ー
マ
戦
士
ブ
ラ
ボ
ン
を
通
し
て
、
そ
の
遥
か
な
遠
景
に
、
彼
の
祖
先
と
し
て
、
ト
ロ
イ
ア
の
ヘ
ク
ト
ー
ル
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
伝
説
の
世
界
は
、
こ
う
し
て
、
果
て
し
な
く
過
去
へ
過
去
へ
と
遡
っ
て
ゆ
く
。
中
世
の
騎
士
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
の
背
後
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
世
界
が
幾
重
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
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聖
杯
G
ral
前
述
Ｄ
Ｓ
五
四
二
「
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
」
の
中
で
、
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
爵
の
没
後
、
家
臣
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
、
公
爵
の
令
嬢
と
国
土
を
我
が
物
に
し
よ
う
と
企
み
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
鳥
刺
帝
に
欺
瞞
の
直
訴
を
す
る
。
帝
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と
闘
う
勇
者
を
（
令
嬢
が
）
探
す
べ
し
と
の
判
決
を
下
す
。
救
い
を
求
め
て
令
嬢
が
神
に
祈
る
と
、
遠
い
「
モ
ン
テ
ザ
ル
ヴ
ァ
チ
ュ
」
の
「
聖
杯
」G
ral
の
城
で
危
急
を
告
げ
る
鐘
の
音
が
鳴
り
響
き
、
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
王
の
息
子
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
が
派
遣
さ
れ
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
。
彼
が
出
発
し
よ
う
と
す
る
と
、
一
羽
の
白
鳥
が
舟
を
曳
い
て
く
る
。
そ
の
舟
に
乗
っ
て
、
彼
は
五
日
間
海
上
を
進
み
、
シ
ェ
ル
デ
河
を
遡
り
、
令
嬢
の
い
る
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
に
到
着
す
る
。
以
上
が
、
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
登
場
の
経
緯
で
あ
っ
た
。
こ
の
伝
説
の
出
典
の
一
つ
は
中
世
ド
イ
ツ
の
詩
人
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
フ
ォ
ン
・
エ
ッ
シ
ェ
ン
バ
ハ
の
叙
事
詩
『
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
（
４０
）』（
図
版
６
）
で
あ
る
。
該
当
箇
所
、
同
書
第
十
六
巻
の
末
尾
、
逞
し
く
成
長
し
た
聖
杯
王
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
の
息
子
ロ
ヘ
ラ
ン
グ
リ
ー
ンLoherangr
l˜ n
は
、
騎
士
道
に
励
み
、「
聖
杯
」
に
仕
え
誉
れ
を
挙
げ
る
（
４１
）。
す
な
わ
ち
、「
ム
ン
サ
ル
ヴ
ェ
ー
シ
ェ
か
ら
白
鳥
に
運
ば
れ
て
、
神
が
定
め
た
も
う
た
勇
士
（
４２
）」
と
し
て
、
彼
は
ア
ン
ト
ヴ
ェ
ル
プ
﹇
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
﹈
に
到
着
し
、
宮
廷
作
法
を
心
得
た
そ
の
立
派
な
振
舞
に
よ
っ
て
、
当
地
の
女
王
の
ミ
ン
ネ
を
受
け
、
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
領
主
と
な
る
。
但
し
、
自
分
の
素
姓
を
決
し
て
問
う
て
は
な
ら
な
い
、
と
彼
は
女
王
に
誓
わ
せ
る
。
そ
の
誓
い
が
「
愛
ゆ
え
に
」
揺
ら
い
だ
た
め
、
ロ
ヘ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
は
、
己
が
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
の
息
子
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
水
路
陸
路
を
旅
し
て
「
聖
杯
」
護
持
の
仕
事
へ
と
戻
っ
て
行
く
（
４３
）。
グ
リ
ム
が
Ｄ
Ｓ
五
四
二
の
註
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
（
４４
）、
こ
こ
に
図版６ ヴォルフラム・フォン・エッシ
ェンバハ『パルチヴァール』
（ハイデルベルク歌謡写本）
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は
敵
役
の
家
臣
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
登
場
せ
ず
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
そ
れ
だ
け
単
純
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
主
人
公
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
は
何
故
に
自
分
の
素
姓
を
問
わ
な
い
よ
う
に
、
妻
と
な
る
べ
き
女
性
に
誓
わ
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
約
束
が
破
ら
れ
る
と
、
彼
は
、
何
故
に
、
決
ま
っ
て
、
元
﹇
も
と
﹈
来
た
場
所
へ
戻
っ
て
行
く
の
だ
ろ
う
か
。
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
伝
説
の
根
本
的
な
謎
は
そ
こ
に
あ
る
。
騎
士
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
が
帰
還
す
る
場
所
は
、
叙
事
詩
『
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
』
で
は
〈
ム
ン
サ
ル
ヴ
ェ
ー
シ
ェ
〉M
unsalvaesche
、
Ｄ
Ｓ
五
三
六
で
は
〈
モ
ン
テ
﹇
ト
﹈
ザ
ル
ヴ
ァ
チ
ュ
〉M
ontsalvatsch
と
呼
ば
れ
、
そ
の
城
に
は
「
聖
杯
」G
ral<
grãl
が
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
。
選
ば
れ
た
者
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
守
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
引
力
が
、
結
局
、
主
人
公
を
城
へ
引
き
戻
す
の
で
あ
る
。
叙
事
詩
『
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
』
の
騎
士
ロ
ヘ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
は
「
聖
杯
に
仕
え
て
」in
des
grãles
dienste
誉
れ
を
挙
げ
（
４５
）、
最
後
は
、「
聖
杯
護
持
」in
des
grãles
pflege
の
仕
事
（
４６
）に
戻
っ
て
行
く
。「
聖
杯
」
は
彼
に
と
っ
て
、
ま
さ
し
く
世
界
の
中
心
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
は
秘
密
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
妻
に
己
の
素
姓
を
隠
す
の
も
、
素
姓
を
明
か
し
た
場
合
、
家
族
を
捨
て
城
へ
帰
る
の
も
、
す
べ
て
は
「
聖
杯
」
に
原
因
が
あ
る
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
説
は
、
様
々
な
系
統
の
物
語
が
複
雑
に
組
み
合
わ
さ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
の
源
流
を
探
る
た
め
に
、
あ
ら
た
め
て
、
彼
の
父
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
の
家
系
図
を
確
認
し
て
お
き
た
い
（
４７
）。
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
の
父
は
ガ
ハ
ム
レ
ト
、
ア
ー
サ
ー
﹇
独
語
で
は
ア
ル
ト
ゥ
ー
ス
﹈
王
の
家
系
、
母
は
ヘ
ル
ツ
ェ
ロ
イ
デ
、
彼
女
は
ガ
ハ
ム
レ
ト
の
二
番
目
の
妻
で
、
テ
ィ
ト
レ
ル
を
先
祖
と
す
る
聖
杯
の
家
系
の
出
身
で
あ
る
。
ま
た
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
の
母
コ
ン
ド
ヴ
ィ
ー
ラ
ー
ム
ー
ル
ス
の
母
方
の
先
祖
は
ア
ー
サ
ー
王
の
家
系
、
父
方
は
聖
杯
の
家
系
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
は
父
方
と
母
方
に
お
い
て
、
ア
ー
サ
ー
王
の
家
系
と
聖
杯
の
家
系
に
二
重
に
繋
が
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
騎
士
道
精
神
を
代
表
す
る
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
が
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
ク
レ
チ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
アC
hrétien
de
T
royes
（
一
一
三
五
頃
―
一
一
九
〇
前
）
の
『
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
、
ま
た
は
聖
杯
の
物
語
』Percevalou
le
conte
du
G
raal
（
一
一
八
〇
年
頃
）（
未
完
）
と
さ
れ
る
。
ク
レ
チ
ア
ン
は
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
伯
と
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
の
宮
廷
に
仕
え
、
イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ
た
と
も
言
わ
れ
、
あ
る
時
期
以
後
、
ア
ー
サ
ー
王
と
そ
の
騎
士
た
ち
を
め
ぐ
る
伝
承
圏
に
題
材
を
求
め
た
。
中
で
も
、
『
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
』
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
完
成
を
騎
士
道
の
究
極
85
目
標
と
す
る
「
宮
廷
風
騎
士
道
物
語
」rom
an
courtois
の
模
範
と
な
っ
た
。
こ
の
韻
文
作
品
の
続
篇
と
し
て
書
か
れ
た
の
が
、
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ボ
ロ
ンR
obert
de
B
oron
（
一
二
〇
〇
年
頃
）
の
『
ア
リ
マ
テ
ア
の
ヨ
セ
フ
、
ま
た
は
聖
杯
物
語
』、
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
フ
ォ
ン
・
エ
ッ
シ
ェ
ン
バ
ハ
の
『
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
』（
一
二
一
〇
年
頃
）、
そ
し
て
ト
マ
ス
・
マ
ロ
リ
ーT
hom
as
M
alory
の
『
ア
ー
サ
ー
王
の
死
』Le
m
orte
d’A
rthur
（
一
四
八
五
年
）
だ
が
、
興
味
深
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
お
け
る
「
聖
杯
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ボ
ロ
ン
に
拠
る
と
、「
聖
杯
」
は
、
キ
リ
ス
ト
が
「
最
後
の
晩
餐
」
で
用
い
た
杯
で
あ
る
と
同
時
に
、
槍
で
突
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
遺
体
の
傷
口
か
ら
流
れ
出
た
血
を
、
ア
リ
マ
テ
ア
の
ヨ
セ
フ
が
受
け
た
杯
と
も
さ
れ
る
。
後
に
ヨ
セ
フ
が
牢
に
投
ぜ
ら
れ
た
と
き
、
こ
の
器
の
不
思
議
な
力
に
よ
っ
て
彼
は
四
十
年
間
そ
の
生
命
を
保
つ
こ
と
で
き
た
の
で
あ
る
（
４８
）。「
聖
杯
」
は
、
従
っ
て
、
十
字
架
上
の
キ
リ
ス
ト
の
死
が
人
類
に
も
た
ら
す
救
済
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。ク
レ
チ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
の
『
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
、
ま
た
は
聖
杯
の
物
語
』
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
は
、「
聖
杯
」
は
多
く
の
高
価
な
宝
石
が
嵌
め
込
ま
れ
た
純
金
製
の
器
で
あ
る
（
六
グ
ラ
ア
ル
の
城
）。
訪
ね
て
き
た
甥
の
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
に
、
隠
者
﹇
伯
父
﹈
は
語
る
。「
あ
の
器
﹇
グ
ラ
ア
ル
﹈
で
運
ば
れ
て
供
さ
れ
る
の
は
聖
餅
﹇
ホ
ス
チ
ア
﹈
の
み
。
そ
れ
が
王
の
生
命
を
支
え
、
力
づ
け
る
。
グ
ラ
ア
ル
と
は
か
く
も
聖
な
る
も
の
」（
一
三
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
と
隠
者
）
で
あ
る
、
と
（
４９
）。
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
フ
ォ
ン
・
エ
ッ
シ
ェ
ン
バ
ハ
の
『
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
』
を
覗
く
と
、
第
九
巻
、
隠
者
ト
レ
フ
リ
ツ
ェ
ン
ト
は
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
に
聖
杯
の
不
思
議
を
こ
う
説
明
す
る
。「
ム
ン
サ
ル
ヴ
ェ
ー
シ
ェ
城
の
聖
杯
」
の
も
と
に
は
、
多
く
の
勇
敢
な
騎
士
が
住
ん
で
い
る
。
彼
ら
は
あ
る
「
一
つ
の
石
」
に
よ
っ
て
養
わ
れ
る
。
そ
の
石
は
「
人
の
肉
や
骨
が
そ
の
若
さ
を
保
つ
力
」
を
与
え
、
グ
ラ
ー
ル
と
も
言
わ
れ
、「
キ
リ
ス
ト
受
難
の
聖
金
曜
日
」
に
、
一
羽
の
鳩
が
空
か
ら
舞
い
下
り
、「
聖
餅
」
を
こ
の
聖
石
の
上
に
置
く
と
、
飲
み
物
と
食
べ
物
が
準
備
さ
れ
る
、
と
（
５０
）。
以
上
、
聖
杯
の
イ
メ
ー
ジ
は
、「
最
後
の
晩
餐
」
を
起
点
に
、
王
の
生
命
を
支
え
る
た
め
の
「
聖
餅
」
を
運
ぶ
高
価
な
器
、「
若
さ
」
を
保
つ
力
を
与
え
る
「
石
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
作
品
ご
と
に
変
容
す
る
が
、
核
心
に
は
、
キ
リ
ス
ト
の
血
（
葡
萄
酒
）
と
肉
（
パ
ン
）、
「
生
命
」
を
養
う
聖
な
る
力
の
意
味
が
内
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ア
ー
サ
ー
王
の
円
卓
の
騎
士
の
一
人
で
、
様
々
な
試
練
の
あ
と
聖
86
杯
城
の
王
と
な
っ
た
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
、
彼
の
息
子
ロ
ヘ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
は
、
ア
ー
サ
ー
王
の
命
令
で
、
苦
境
に
あ
っ
た
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
国
の
令
嬢
を
救
う
べ
く
、
白
鳥
に
曳
か
れ
た
舟
で
到
来
す
る
。
そ
し
て
見
事
、
敵
を
倒
し
、
令
嬢
と
結
婚
す
る
が
、
妻
が
タ
ブ
ー
を
破
っ
て
彼
の
素
姓
を
訊
ね
た
た
め
、
秘
密
護
持
の
た
め
、
聖
杯
城
へ
と
戻
っ
て
行
く
。
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
伝
説
は
、
以
上
見
る
よ
う
に
、「
聖
杯
」
と
い
う
求
心
力
と
、
騎
士
の
冒
険
（
乙
女
の
救
済
、
等
）
と
い
う
遠
心
力
の
均
衡
の
力
学
を
そ
の
基
本
構
造
と
し
て
い
る
。
中
世
以
来
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
神
秘
的
な
ロ
マ
ン
は
、
グ
リ
ム
以
後
で
は
、
十
九
世
紀
中
葉
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヴ
ァ
グ
ナ
ー
の
オ
ペ
ラ
『
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
』Lohengrin
（
一
八
五
〇
年
）
に
よ
っ
て
再
度
、
脚
光
を
浴
び
た
。結
語
騎
士
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
と
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
の
伝
説
は
、
典
型
的
に
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
世
界
を
映
し
出
す
、
あ
る
意
味
、
好
一
対
を
な
し
て
い
る
。
詩
聖
ゲ
ー
テ
は
、
ア
ル
ニ
ム
／
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
編
『
少
年
の
魔
法
の
角
笛
』
を
献
呈
さ
れ
た
際
、
そ
の
書
評
の
中
で
、「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」（
八
六
）
の
項
に
「
偉
大
な
キ
リ
ス
ト
教
的
―
カ
ト
リ
ッ
ク
的
モ
テ
ィ
ー
フ
」
と
メ
モ
し
た
（
５１
）。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
総
本
山
と
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
山
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
現
世
的
欲
望
の
間
で
揺
れ
動
く
騎
士
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
姿
は
、
中
世
に
生
き
る
人
間
を
代
表
し
て
い
る
と
言
え
る
が
、
彼
の
在
り
様
は
、
中
世
に
限
ら
ず
、
あ
る
種
、
普
遍
的
な
次
元
で
、
時
代
を
超
え
て
、
人
間
心
理
の
奥
底
に
潜
む
二
つ
の
極
、
欲
望
と
敬
虔
、
放
縦
と
節
度
と
い
っ
た
二
律
背
反
を
体
現
し
て
も
い
る
。
現
代
に
生
き
る
我
々
に
と
っ
て
も
、
問
い
か
け
る
何
か
を
有
し
て
い
る
の
は
そ
れ
故
で
あ
る
。
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
最
初
の
ビ
ラ
（
民
謡
）
が
流
布
し
た
（
一
五
一
五
年
）
頃
、
ド
イ
ツ
の
作
家
で
は
、
ハ
ン
ス
・
ザ
ッ
ク
ス
が
謝
肉
祭
劇
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
家
来
た
ち
』（
一
五
一
七
年
）
の
中
で
、
こ
の
異
教
の
女
神
の
威
力
を
、
滑
稽
味
を
交
え
て
、
舞
台
に
の
せ
た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
画
家
ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ー
ナ
ハLukas
C
ranach
（
一
四
七
二
―
一
五
五
三
年
）
は
、
有
名
な
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
蜂
蜜
を
盗
む
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
』Venus
m
it
A
m
or
als
H
onig-
dieb
（
一
五
三
〇
年
）（
図
版
７
）
を
描
き
、
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
そ
の
画
面
か
ら
、
快
楽
は
苦
痛
を
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
病
（＝
梅
毒
）
を
連
れ
て
く
る
、
と
い
う
警
告
を
発
す
る
。
画
面
左
上
の
ラ
テ
ン
語
の
87
銘
は
こ
う
語
る
。「
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
が
蜂
の
巣
か
ら
蜜
を
盗
も
う
と
し
た
と
き
、
蜂
は
針
で
泥
棒
の
指
を
刺
し
た
。
同
様
に
、
束
の
間
の
快
楽
を
求
め
る
と
、
我
々
は
傷
を
負
う
。
快
楽
は
激
し
い
苦
痛
を
伴
う
の
だ
（
５２
）。」
文
学
と
絵
画
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
ド
イ
ツ
の
中
世
末
期
、
美
と
愛
の
異
教
の
女
神
は
、
抗
い
難
い
そ
の
魅
力
の
故
に
、
警
戒
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
伝
説
は
そ
う
し
た
時
代
の
雰
囲
気
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
一
方
、
白
鳥
の
舟
で
到
来
す
る
騎
士
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
は
、
そ
の
登
場
の
仕
方
が
そ
も
そ
も
印
象
的
だ
が
、
こ
の
伝
説
は
、
カ
ー
ル
大
帝
と
並
び
称
さ
れ
る
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
英
雄
、
ア
ー
サ
ー
王
の
伝
承
圏
に
属
し
て
い
る
。
白
鳥
の
騎
士
伝
説
は
、
宮
廷
風
恋
愛
、
あ
る
い
は
騎
士
道
精
神
の
世
界
を
覗
く
上
に
不
可
欠
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
主
人
公
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
の
行
動
（
敵
の
打
倒
／
令
嬢
と
の
結
婚
）
の
背
後
に
は
、「
聖
杯
」
の
存
在
が
た
え
ず
意
識
さ
れ
る
。
モ
ン
テ
ザ
ル
ヴ
ァ
チ
ュ
と
ブ
ラ
バ
ン
ト
、
聖
杯
城
と
俗
界
、
中
心
と
周
縁
、
求
心
力
と
遠
心
力
、
こ
れ
ら
二
つ
の
力
が
牽
引
し
合
う
場
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
人
間
模
様
を
、
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
伝
説
は
描
き
出
し
て
い
る
。
読
者
の
心
に
余
韻
が
残
る
の
は
、
恐
ら
く
、
物
語
の
こ
の
深
層
構
造
に
起
因
す
る
。
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
国
の
歴
史
に
「
聖
杯
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
加
味
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
白
鳥
の
騎
図版７ ルーカス・クラーナハ『ヴ
ィーナスと蜂蜜を盗むキュー
ピッド』
１５３０年（コペンハーゲン国立
美術館）
88
士
」
物
語
は
い
よ
い
よ
そ
の
陰
影
を
増
し
て
く
る
。
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
と
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
、
こ
の
二
人
の
人
物
は
い
ず
れ
も
、
十
字
軍
と
い
う
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
大
事
業
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
彼
ら
を
め
ぐ
る
伝
説
は
、
ほ
ぼ
一
千
年
の
時
空
を
超
え
て
、
我
々
を
中
世
の
只
中
へ
案
内
し
て
く
れ
る
。
聖
と
俗
、
神
秘
と
現
実
が
拮
抗
し
交
錯
す
る
世
界
、
そ
こ
に
生
き
る
人
間
を
通
し
て
、
伝
説
は
、
過
去
を
現
代
に
蘇
ら
せ
、
現
代
を
過
去
に
投
影
さ
せ
な
が
ら
、
時
空
を
自
在
に
往
還
さ
せ
て
く
れ
る
。
注
事
典
・
辞
典
類
、
昔
話
研
究
と
グ
リ
ム
関
係
の
文
献
は
、
略
号
を
含
め
て
、（
１
）
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
末
尾
、「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
と
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
」
他
は
本
稿
末
尾
の
「
主
要
参
考
文
献
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
文
中
Ｄ
Ｓ
番
号
は
ウ
タ
ー
編
に
拠
る
。
註（１
）B
rüder
G
rim
m
,D
eutsche
Sagen
(B
D
K
),S.218
―219.
（
２
）A
rnim
/B
rentano,D
es
K
naben
W
underhorn
（
３
）a.a.O
.,S.60
―63.
（
４
）a.a.O
.,S.61
―63.
（
５
）E
M
,
B
d.13.,
S.182
―186.
(Tannhäuser)
/E
.Frenzel,
Stoffe
der
W
eltliteratur,
S.731
―733.
/H
orst
B
runner/M
athias
H
erw
eg
(H
g),G
estalten
des
M
ittelalters,S.432
―436.
（
６
）
註
（
５
）
（
７
）M
innesang.M
ittelhochdeutsche
Liebeslieder.
E
ine
A
us-
w
ahl.M
ittelhochdeutsch/N
euhochdeutsch.(R
eclam
)
（
８
）D
eutsche
G
edichte
des
M
ittelalters.M
ittelhochdeutsch
/
N
euhochdeutsch.(R
eclam
)
（
９
）D
eutsche
G
edichte
des
M
ittelalters,S.238
―249.
（
１０
）M
innesang,S.94
―97.
（
１１
）D
eutsche
G
edichte
des
M
ittelalters,S.250
―257.
邦
訳
『
ミ
ン
ネ
ザ
ン
グ
』（
ド
イ
ツ
中
世
叙
情
詩
集
）、
高
津
春
久
編
訳
、
郁
文
堂
、
一
九
七
八
年
、
六
四
―
六
九
頁
、「
解
題
」
三
六
六
―
三
六
七
頁
。
（
１２
）dtv
B
rockhaus,
B
d.6,
S.130
―131.
G
estalten
des
M
ittelal-
ters,S.119
―121.
（
１３
）E
M
,B
d.13.,S.1379
―1385.(Venus)
（
１４
）E
.Frenzel,Stoffe
der
W
eltliteratur,S.731.
（
１５
）J.G
rim
m
,D
eutsche
M
ythologie,B
d.2,S.780.
（
１６
）a.a.O
.,S.780
―781.
（
１７
）a.a.O
.,S.882.
（
１８
）H
einrich
H
eine
W
erke,
Insel
Verlag,
Frankfurt
a.M
.1968,
B
d.2,D
ie
G
o¯tter
im
E
xil,S.835.
89
（
１９
）
柳
田
國
男
「
幽
冥
談
」（
ち
く
ま
文
庫
版
『
柳
田
國
男
全
集
』
三
一
、
一
九
九
一
年
所
収
）。
（
２０
）E
M
,B
d.13,S.183.
（
２１
）Ludw
ig
T
ieck,D
er
getreue
E
ckart
und
der
Tannenhäuser
(Ludw
ig
T
ieck,
Schriften,
B
d.6
Phantasus,
D
eutscher
K
lassiker
Verlag,Frankfurt
a.M
.,1985).
（
２２
）
『
ハ
ン
ス
・
ザ
ッ
ク
ス
謝
肉
祭
劇
全
集
』
藤
代
幸
一
・
田
中
道
夫
訳
、
高
科
書
店
、
一
九
九
四
年
、
第
二
番
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
家
来
」D
as
H
ofgsind
Veneris
（
２３
）Volkssagen,
M
ärchen
und
Legenden,
gesam
m
elt
von
Johann
G
ustav
B
üsching,
G
eorg
O
lm
s
Verlagsbuchhand-
lung,H
ildesheim
,1969,S.373
―380.
（
２４
）
註
（
１８
）H
.H
eine,B
d.1,N
eue
G
edichte,S.99
―107,S.513.
（
２５
）R
ichard
W
agner,
Tannhäuser
und
der
Sängerkrieg
auf
W
artburg,
hrsg.
von
E
gon
Voss,
Philipp
R
eclam
jun.
Stuttgart,2008.(N
achw
ort)
（
２６
）B
rüder
G
rim
m
,D
eutsche
Sagen
(B
D
K
).
（
２７
）a.a.O
.,S.631
―634.
（
２８
）a.a.O
.,S.11
(Vorrede).
（
２９
）M
edieval
Folklore,
A
G
uide
to
M
yths,
Legends,
Tales,
B
eliefs
and
C
ustom
s,p.398
―399.
（
３０
）E
M
,
B
d.12,
S.297.
E
.Frenzel,
Stoffe
der
W
eltliteratur,
S.683.
（
３１
）W
olfram
von
E
schenbach,
Parzival.
M
ittelhochdeutsch/
N
euhochdeutsch,
2B
de.
（Reclam
）／
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
フ
ォ
ン
・
エ
ッ
シ
ェ
ン
バ
ハ
『
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
』（
郁
文
堂
）
（
３２
）E
.Frenzel,Stoffe
der
W
eltliteratur,S.683.
（
３３
）dtv
B
rockhaus,B
d.3,S.26.
（
３４
）dtv
B
rockhaus,
B
d.7,
S.118.
/G
estalten
des
M
ittelalters,
S.141
―142.
（
３５
）
『
十
字
軍
』
橋
口
倫
介
著
、
岩
波
新
書
、
一
九
八
八
（
七
四
）
年
、
一
〇
五
―
一
〇
六
頁
／
『
十
字
軍
の
研
究
』
セ
シ
ル
・
ロ
リ
ソ
ン
著
、
橋
口
倫
介
訳
、
白
水
社
、
一
九
八
七
（
七
一
）
年
、
三
九
―
四
一
頁
。
（
３６
）B
rüder
G
rim
m
,D
S
(B
D
K
),S.617
―620.
（
３７
）a.a.O
.,S.955
―956.
（
３８
）a.a.O
.,S.458,877.H
erkunft
der
Franken.
（
３９
）
『
ガ
リ
ア
戦
記
』
カ
エ
サ
ル
著
、
近
山
金
次
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
一
（
四
二
）
年
／
カ
エ
サ
ル
『
ガ
リ
ア
戦
記
』
國
原
吉
之
助
訳
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
七
（
九
四
）
年
（
４０
）
註
（
３１
）
（
４１
）W
.v.E
schenbach,Parzival,B
d.2,S.664.
／
邦
訳
『
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
』
四
二
九
頁
（
４２
）a.a.O
.,S.666.
／
邦
訳
、
四
二
九
頁
（
４３
）a.a.O
.,S.668
―670.
／
邦
訳
、
四
二
九
―
四
三
〇
頁
（
４４
）B
rüder
G
rim
m
,D
S
(B
D
K
),S.631.
90
（
４５
）
註
（
４１
）
（
４６
）
註
（
４３
）
（
４７
）E
M
,
B
d.10,
S.603
―612.
/E
.Frenzel,
Stoffe
der
W
eltlitera-
tur,S.592
―595.
／
邦
訳
『
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
』「
解
説
」
（
４８
）E
M
,B
d.6,S.86
―91
(G
ral)
（
４９
）
ク
レ
チ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
『
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
ま
た
は
聖
杯
の
物
語
』
天
沢
退
二
郎
訳
（「
フ
ラ
ン
ス
中
世
文
学
集
」
２
、
白
水
社
、
一
九
九
一
年
所
収
）、
二
〇
二
―
二
〇
三
、
二
六
一
―
二
六
二
頁
（
５０
）W
.v.E
schenbach,Parzival,B
d.2,S.64
―72.
／
邦
訳
『
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
』
二
五
〇
―
二
五
一
頁
（
５１
）J.W
.
G
oethe,
Säm
tliche
W
erke
(B
D
K
),
B
d.19,
〈A
chim
von
A
rnim
und
C
lem
ens
B
rentano
(H
G
.)
:
D
es
K
naben
W
underhorn
〉,S.256.
（
５２
）
A
nne
−
M
arie
B
onnet/
G
abriele
K
opp
−
Schm
idt,
D
ie
M
alerei
der
deutschen
R
enaissance,
E
ine
Schirm
er/M
o-
selProduktion,2010.S.174
―175.
主
要
参
考
文
献
＊M
innesang.
M
ittelhochdeutsche
Liebeslieder.
E
ine
A
usw
ahl.
M
ittelhochdeutsch/N
euhochdeutsch.
H
rsg.
von
D
orothea
K
lein,Philipp
R
eclam
jun.,Stuttgart,2010.
＊D
eutsche
G
edichte
des
M
ittelalters.
M
ittelhochdeutsch/
N
euhochdeutsch.
A
usgew
ählt,
Ü
bersetzt
und
erläutert
von
U
lrich
M
üller
in
Zusam
m
enarbeit
m
it
G
erlinde
W
eiss,
Philipp
R
eclam
jun.Stuttgart,2009.
＊W
olfram
von
E
schenbach,Parzival.M
ittelhochdeutsch/N
euho-
chdeutsch,
2B
de.,
M
ittelhochdeutscher
Text
nach
der
A
us-
gabe
von
K
arl
Lachm
ann.
Ü
bersetzung
und
N
achw
ort
von
W
olfgang
Spiew
ok,Philipp
R
eclam
jun.Stuttgart,2010.
＊J.W
.
G
oethe.
Säm
tliche
W
erke,
B
rief,
Tagebücher
und
G
es-
präche,
D
eutscher
K
lassiker
Verlag,
Frankfurt
a.M
.,
B
d.19,
1998.
＊D
es
K
naben
W
underhorn.
A
lte
deutsche
Lieder,
gesam
m
elt
von
L.A
chim
von
A
rnim
und
C
lem
ens
B
rentano,W
inkler−Ver-
lag,M
ünchen,1972.
＊J.G
.
B
üsching,
Volkssagen,
M
ärchen
und
Legenden,
G
eorg
O
lm
s
Verlagsbuchhandlung,H
ildesheim
,1969.
＊H
einrich
H
eine
W
erke,
4B
de.,
Insel
Verlag,
Frankfurt
a.M
.,
1968.
＊R
ichard
W
agner,
Tannhäuser
und
der
Sängerkrieg
auf
W
art-
burg.
H
rsg.
von
E
gon
Voss,
Philipp
R
eclam
jun.
Stuttgart,
2008.
＊R
ichard
W
agner,
Lohengrin.
H
rsg.
von
E
gon
Voss,
Philipp
R
eclam
jun.Stuttgart,2009.
＊E
rnst
H
.
K
antorow
icz,
K
aiser
Friedrich
der
Zw
eite,
H
aupt-
91
band,K
lett−C
otta,Stuttgart,3.A
ufl.,2010.
＊O
laf
B
.
R
ader,
Friedrich
II.
D
er
Sizilianer
auf
dem
K
aiser-
thron,E
ine
B
iographie,Verlag
C
.H
.B
eck,M
ünchen,3.A
ufl.,
2011.
＊H
ubert
H
ouben,K
aiser
Friedrich
II.
（1194−1250
）.H
errscher,
M
ensch
und
M
ythos,Verlag
W
.K
ohlham
m
er,Stuttgart,2008.
＊
『
フ
ラ
ン
ス
中
世
文
学
集
２
』、
白
水
社
、
一
九
九
一
年
（
ク
レ
チ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
「
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
ま
た
は
聖
杯
の
物
語
」
天
沢
退
二
郎
訳
）
＊
『
フ
ラ
ン
ス
中
世
文
学
集
４
』、
白
水
社
、
一
九
九
六
年
（「
ア
ー
サ
ー
王
の
死
」
作
者
不
詳
、
天
沢
退
二
郎
訳
）
＊
『
ド
ロ
パ
ト
ス
』
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
デ
・
ア
ル
タ
・
シ
ル
ヴ
ァ
／
西
村
正
身
訳
、
未
知
谷
、
二
〇
〇
〇
年
＊
『
ア
ー
サ
ー
王
の
死
』
序
文
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
、
Ｔ
・
マ
ロ
リ
ー
作
／
Ｗ
・
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
編
、
厨
川
文
夫
・
圭
子
編
訳
、
ち
く
ま
文
庫
、
一
九
八
六
年
＊
『
ア
ー
サ
ー
王
伝
説
』
リ
チ
ャ
ー
ド
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、
高
市
順
一
郎
訳
、
晶
文
社
、
一
九
八
九
（
八
三
）
年
＊
『
ア
ー
サ
ー
王
ロ
マ
ン
ス
』
井
村
君
江
、
ち
く
ま
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
＊
『
ミ
ン
ネ
ザ
ン
グ
』
ド
イ
ツ
中
世
叙
情
詩
集
、
高
津
春
久
編
訳
、
郁
文
堂
、
一
九
七
八
年
＊
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
フ
ォ
ン
・
エ
ッ
シ
ェ
ン
バ
ハ
『
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
』
加
倉
井
粛
之
・
伊
東
泰
治
・
馬
場
勝
弥
・
小
栗
友
一
共
訳
、
郁
文
堂
、
一
九
八
三
（
七
四
）
年
＊
『
ハ
ン
ス
・
ザ
ッ
ク
ス
謝
肉
祭
劇
全
集
』
藤
代
幸
一
・
田
中
道
夫
訳
、
高
科
書
店
、
一
九
九
四
年
＊
ワ
ー
グ
ナ
ー
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
高
辻
知
義
訳
、
音
楽
之
友
社
、
二
〇
一
〇
（
二
〇
〇
四
）
年
＊
ワ
ー
グ
ナ
ー
『
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
』
高
辻
知
義
訳
、
音
楽
之
友
社
、
二
〇
一
一
年
＊
『
ガ
リ
ア
戦
記
』
カ
エ
サ
ル
著
、
近
山
金
次
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
一
（
四
二
）
年
＊
『
ガ
リ
ア
戦
記
』
カ
エ
サ
ル
／
國
原
吉
之
助
訳
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
七
（
九
四
）
年
＊
『
十
字
軍
の
研
究
』
セ
シ
ル
・
モ
リ
ソ
ン
／
橋
口
倫
介
訳
、
白
水
社
、
一
九
八
七
（
七
一
）
年
＊
『
十
字
軍
』
橋
口
倫
介
著
、
岩
波
新
書
、
一
九
八
八
（
七
四
）
年
＊
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ン
ト
ー
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
『
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
』
小
林
公
訳
、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
一
年
図
版
一
覧
図
版
１
十
字
軍
参
加
者
あ
る
い
は
巡
礼
衣
装
の
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
（
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
歌
謡
写
本
）
図
版
２
十
字
軍
の
遠
征
（
増
補
﹇
最
新
図
説
﹈
世
界
史
、
浜
島
書
店
、
一
九
九
四
年
）
92
図
版
３
パ
レ
ル
モ
大
聖
堂
（
シ
チ
リ
ア
島
）
図
版
４
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
（
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
）
図
版
５
ブ
ラ
バ
ン
ト
周
辺
地
図
（D
iercke.Taschenatlas
der
W
elt,
dtv
）
図
版
６
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
フ
ォ
ン
・
エ
ッ
シ
ェ
ン
バ
ハ
『
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
』（
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
歌
謡
写
本
）
図
版
７
ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ー
ナ
ハ
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
蜂
蜜
を
盗
む
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
』
一
五
三
〇
年
（
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
国
立
美
術
館
）
93
